
身の回りの問題を統計的によりよく解決する力を身に付けよう

～生きて働く知識を小中高を通して獲得する～

お茶の水女子大学附属小学校 久下谷 明

第５回 統計教育シンポジウム
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（１３本の）さつまいもがあります。

４人の先生に分けておわたししたいと思います。

どのように分けたらよいですか。

分け方を考えよう。

本実践について

➡形や大きさが異なる13本のさつまいもを，
４人の先生に分ける分けた方を考え，
実際に渡すという活動に取り組む。

ねらい

形や大きさが異なるさつまいもの分け方について，経験や既習内容
をもとに検討し，よりよい分け方をともに考え，決めていく
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既習事項

・「わり算」 ・「あまりのあるわり算」

・秤を使って重さを量る活動

クッキーが１２こあります。
３人で同じ数ずつ分けると，
１人分は何こになりますか。

あめが１３こあります。
４人で同じ数ずつ分けると，
１人分は何こになって，何こあまりますか。

１３÷４＝３あまり１

１人分は３こになって，１こあまる。

１２÷３＝４

４こ

【わり算】 【あまりのあるわり算】



第１時
【問題】【計画】

問題を把握し，１３本のさつまいもを
４人の先生に分けて渡す方法を考える

第２時
【収集】【分析】

実際に重さを量り，それをもとにさつま
いもの分け方を考える

第３時
【分析】【結論】
→【分析】【結論】

重さや本数，そして形をもとにしながら，
分け方を決める
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Problem
（問題）

Plan
（計画）

Data
（収集）

Analysis
（分析）

Conclusion
（結論）

分け方（結論）について，
よりよい分け方はないか，目的に照らして検討（分析）
し，学級として１つの分け方（結論）に決めていく
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Problem
（問題）

Plan
（計画）

Data
（収集）

Analysis
（分析）

Conclusion
（結論）

場面
問題を把握し（問題），
さつまいもを等しく分けるために，
必要なデータを考える（計画）

4人の先生全員に
等しく分けてお渡しする

という目的の確認

第１時



T ：残ったおいもでいくつかいいものを集めて，４
年生の先生方，分散登校の時にお世話になりま
したよね，増田先生，下脇先生，河合先生，栗
原先生，この４人の先生に，分けてお渡しした
いと思うんです。こんなのがとれましたという
ように。渡す時，分ける時にどんなことに気を
つける？

C1：等しい，あっ，等しく分ける。
T ：等しく分ける。
C2：けど先生，無理じゃない。
T ：無理じゃない？じゃあ，Ｃ２くん。
C2：だってさあ，さつまいもってさあ，大きさ全

部違うよ。
C ：（つぶやき声で）重さ？ ／ C：重さ。
C2：あー重さだ。
C ：重さ，大きさ。大きさ？
C2：重さだあ。
T ：無理じゃないかって。何々，もう一回言って。

C2：何か，大きさが全部違うから。だから，何か，
同じ数ずつ渡しても，何か全部大きい，全部
大きいのだったら，一番大きくなる，多くな
るみたいになっちゃうから。

T ：同じ数ずつ分けてもダメ？ ／ C：うん。
C3：あの，まず，いもと人の数を数えて，等しく

分ければ何とかなると思う。あわなかったら，
あまりとかがあるから。

T ：いもの数と人の数をきちんとまず数える。
C4：あの何か，最初のＣ１さんの意見に，ちょっ

とつながるんだけど，等しく分けるっていうよ
り，おんなじ重さに分けて，で，何か，あげる
というのと，あと何か，Ｃ２くんの大きさが全
部ちがうから，同じ数ずつ分けてもダメという
意見はいいと思う。

C ：だいたいの数 ／ C：ちょっとはずれる。
T ：だいたいってこと？
C5：Ｃ４さんの意見で，どうやって同じ重さに分

けるかというと，はかりを使ってやる。
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9

（１３本の）さつまいもがあります。

４人の先生に分けておわたししたいと思います。

どのように分けたらよいですか。

分け方を考えよう。

１３本あること，４人の先生に渡すことを確認

自力解決…個々に分け方を考える

Ｃ：本当に持ってきたの？

Ｃ：本当に渡そうとしてる？
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Ｃ:他の人に渡したら，
それは５人に分けることになっちゃう。 Ｃ:切ると腐りやすくなるよ

あまりの１本をどうする？

Ｃ:他の人に渡す Ｃ:四分の一に包丁で切って渡す

考えを共有する
本数に着目して分ける
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Ｃ: １人だけ，小さいの２つと大きいの２つで，

それで他の人たちは全員大きいのを３つずつ分ける

Ｃ:こういうふうにやるんじゃくて，はかりで，もう，多さとかは

関係なく，はかりで重さが，全員の重さが近かった組み合わせ
を考える。
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はかったさつまいもを，かずかんけいなく分けて，あげる

重さに着目して分ける



Ｃ:じゃんけんして，それで勝った者勝ちでもらう

「4人の先生全員に等しく分けてお渡しする」
という目的の確認
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その過程において・・・

Ｃ:ひどい。
Ｃ:そしたら先生たちみんな遠慮しちゃうよ 。

Ｃ:先生たちが譲り合いをしちゃうから，なんかあんまりよくない。
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Problem
（問題）

Plan
（計画）

Data
（収集）

Analysis
（分析）

Conclusion
（結論）

場面

さつまいも１つ１つの重さを量り（収集），
データと向き合い，分け方を考える（分析）

第２時
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13本のさつまいもを印刷したプリント 13本のさつまいもの重さ

重さを量って記録する
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プリントを切り，動かして考える様子

１人あたりのさつまいものの重さを求める

８００gや８２０gになる組み合わせ
をさがして分ける

重い，軽い，真ん中ぐらいのものに
分けて，組み合わせを考えていく
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Problem
（問題）

Plan
（計画）

Data
（収集）

Analysis
（分析）

Conclusion
（結論）

場面
出された分け方（結論）に対して，
目的に照らしてよりよい分け方を
さらに検討（分析）し，
学級として，最終的に１つの分け方（結論）
に決める

第３時
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A B

B



少ない数と普通の数と大きい数に分
けて，それで，820ぐらいになるよ
うに，たして考えた。

全部のグラムをたして，それから，800ぐらい
になるように考えて， 820と820と820と
810になったから，それをどうやって分けるか，
810とか820とかにするのかと考えた。
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Ｃ：Ａ案のは，810と830を比べると，ちょっと差がありすぎるから，Ｂ案の方がいいと思って。

T：この差はいくつ？ Ｃ：２０ Ｔ：こっちの差は？ Ｃ：１０
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１人あたりの総量の差や817との差から判断する

差が２０ｇ 差が１０ｇ



Ｃ：無理なんだけど，できれば817全部が理想的なんだけど，それに近いほうがいいわけだから，
810だと７違って，820だと３違う。…（中略）…Ｂ案は全体的に１人に分けられる数と
817とのちがいが少ないけど，Ａ案は近くないのがあるから，Ｂ案の方がいいかなって。

21

１人あたりの総量の差や817との差から判断する

７７ ３ 1３ ３ ３ ３ ７

８１７との差



Ｃ：改善できることがあって，左の810の一番上の110と，830の120を入れ換える。

Ｃ：すごーい。 Ｃ：え，すごい。 Ｃ：Ｂと同じ。
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Ａ案のさつまいもを入れ換えて差を１０ｇにする

差が２０ｇ 差が１０ｇ

１２０

１１０

８２０
８２０

差が１０ｇ
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Ｃ：（Ｂ案は）いもの数が１つだけ５こに
なっているから，Ａ案の方がいいかなって。 Ｃ：１日に，料理とかすると２個ぐらい使っちゃう

から。あのー２日間ぐらいしか使えないのはダ
メだと思う。

Ｃ：今は重さが同じで比べてたけど，基本的にはそれでいいけど，最初〇〇さん（要項図２
の考え）が言ったみたいに，個数も同じ方がいいかなって思うから，だから，Ａ案の方だ
と，個数がだいたい全部同じだから，そっちの方がいいと思う。

１人あたりの本数から判断する

2本

５本



Ｃ：（Ｂ案の）470と230×２を反対にすればいんじゃないかと思う。…（中略）…
一番左の一番上の470．460と470だから交換しても810，820だから。
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Ｂ案のさつまいもを入れ換えて，本数のばらつきをなくす

２３０
２３０ ４７０

８１０

８２０
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子どもたちが考えた案



Ｃ：こっち（B案）の方が，ここの３列がバランスよくとれて
いる気がしてて，見た目も何か，同じ大きさっぽくて，で，
はじっこ（一番右列）が大きいのがあるんだけど，でも小さ
いのが３つ，トントントンと並べてあるから，これもバラン
スよく見えているから，こっちの方がいいと思う。

Ｃ：３つの方は，たしかに全部同じ感じでいい気もするんだけど，・・・（中略）・・・だけど，
４つ目（一番右列）をもらう気持ちになると，上のはめっちゃ大きいけど，何か小さいのが３つ
あると，何かちょっと悲しくなるから，さっきの方がいいかなって。 26

形に着目して，分け方をさらに検討する



Ｃ：一回換えてみたら？

Ｃ：一度換えて，嫌だったらまた戻せばいいし。

Ｃ：たしかにちょっといいかもしれない。

Ｃ：いいかも。
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Ｃ：だったら意見がある。１２０と１１０をそっちにやって，
２３０をこっちにやったらいいんじゃない。今の意見にだったら。
そしたら，大きい，大きい，ちょっと小さい小さいになる。

T：これをもとにちょっと換えてみる？

C：何か同じ？うーん。

C：いいかも。
C：いいかもね。
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子どもたちが考えた分け方

本数，重さがなるべく同じになるように
そして，色々な形が入るような分け方に
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『１３本のさつまいもを４人に等しく分ける』

30

１３÷４＝３あまり１

分け方は様々。個数や重さ，形などの観点からその対象を捉え，
目的に合わせて何に着目し，何を同じとするとよいのかを考える
必要がある。

※本数だけに着目して分けるのでは，目的には合わない。

分ける ・・・

“等分する”ことの意味を常に考えながら，

必要なデータを収集，分析し，さつまいもの分け方を検討する
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「自分たちの分け方」

自分の分け方

学習経験

生活経験

感 性

友だちの分け方

学習経験

生活経験

感 性

「本数が同じになるように分ける」
➡「重さがなるべく同じになるように分ける」
➡「重さも本数もなるべく同じになるように分ける」

➡「さらに形のバランスも考えて分ける」

改善できることがあって・・・

互いの考えを聴きあいながら，よりよい分け方を考えていく姿

だったら・・・
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